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 採用方針
　当社では、次のような方を積極的に採用したいと考
えています。
　「チャレンジ精神にあふれる人」現在、医薬品業界を
取りまく環境は大きく変化し、既存の考え方や過去の
経験則では対応しきれない時代を迎えています。そん
な中、当社が求めるものは「チャレンジ精神」です。人に
言われてから動くのではなく、自ら考え、新しいことに
挑戦できる、そんな人を求めています。
　「久光製薬の思いに共感してくれる人」当社には、長
い歴史の中で大切にしている思いがあります。それが、

「お客様第一主義」と「サロンパシィ®（貼って手当するこ
との良さを伝える）」の二つです。私たちは、これらの思
いに共感してくれる人とともに、成長していきたいと考
えています。
　また、障がい者の採用についても、法定雇用率を上
回るように、ハローワークや障がい者就職説明会を積
極的に活用し、求人活動に努めています。各職場の職
務内容を見直し、障がい者の方に適した職場づくりも
進めています。

 人材の配置・異動
　当社の組織は「お客様第一主義」を基本にして構成
されています。

人材を配置する際、「お客様第一主義」に沿って、能力
を発揮できるかどうか、また組織がうまく運営でき、会
社が発展していけるかどうかを考え最適な人材を配置
しています。
　一方、従業員は様々な価値観や考えを持っており、
個人で抱えている悩みや事情も多岐にわたります。従
業員は毎年、異動や配置の希望、健康状態、さらには会
社に対する要望などを報告する「自己申告書」を提出し
ています。これらの情報を人事異動や研修などに利用
しています。

 人事・評価制度
　当社の従業員は「HAT（Hisamitsu Action for 
Target：ハット）等級制度」によって、それぞれの職務内
容に応じて等級が付与されます。HAT等級の評価基準
は従業員に公開されており、成長の動機付けにも役
立っています。
　また、従業員の仕事の成果は「久光成果目標制度

（HAP：Hisamitsu Achievement Plan：ハップ）」に
よって評価されます。会社の経営目標に連動させて個
人の目標を設定できるようになっています。

 モラールサーベイ
　従業員のモラールを把握する事により、組織の強み
と課題を明らかにし、活力あふれる組織作りに努めて
います。経営幹部及び管理職へ結果報告会を実施し、
組織の見直しに活用しています。毎年1回全従業員に

対し調査を実施しています。

 社内公募制度
　会社のニーズと社員の意思をマッチングさせ、組織
の活性化と個人の能力発揮機会の拡大を目的とした
社内公募制度を設けています。この制度では、募集部
署が人材要件を公開し、社員が自らの意思で応募でき
るのが特徴です。

 労働・安全衛生
　安全で快適な職場環境の形成を目的として、各部門
の管理者を中心とした安全衛生委員会を設置し、従業
員の安全確保・健康増進に努めています。
　職場の安全確保のため安全衛生委員や産業医によ
る職場パトロールを実施して、危険箇所の把握・改善を
行っています。また、安全衛生委員会で、事故の内容・

対策内容を評価し、事故の再発防止に努めています。
職場安全の遵守状況や作業環境測定などの定期的実
施状況も、内部監査によるチェックを行っています。

 従業員の健康維持
　従業員の健康維持のため年1回の定期健康診断を
実施しています。35歳以上の従業員には生活習慣病
予防健診も実施しています。受診結果をもとに治療ま
たは精密検査を受診させるなど積極的な健康管理を
行っています。また、担当業務内容により、有機溶剤や
放射線、粉じん、特定化学物質などの健診も実施して
います。

 メンタルヘルスについての取り組み
　従業員の心の健康も重視し、メンタルヘルスについ
て専門医による従業員への教育を実施しています。ま
た、メンタル不調者の早期発見のため、社内スタッフと
専門医のコミュニケーション強化を図っています。
　また、希望者に対して、産業医との面談も随時行っ
ています。

雇用

労働安全衛生の取り組み

次は世界を相手に
国際事業部 国際業務部 営業推進課　櫻井 芳賢
　2009年9月に「国際事業部　社内公募」の案内が来た
時、運命を感じました。というのは、公募の案内が来る半
年前のチーム会議で将来のプランを話し合った際、「国際
事業部に行って海外で働く！」という夢を発表した後の出
来事だったからです。
　応募要件の英文作成には苦労しましたが、面接では力
を出しきりました。結果発表まで時間が空いたので、この
まま札幌でもうひと踏ん張り頑張るかと覚悟をしていまし
たが、『国際で頑張ってもらう』という結果を頂き、とても
感激しました。
　現在は、東京本社で貿易やマーケティング･製品の研修
受講や、英語に触れながら担当
国の支援業務を行っておりま
す。世界には貼る文化がまだ
まだ広まっておらず、ビジネ
スチャンスはゴロゴロと転
がっています。1人でも多く
の人に貼って治療できる
事の素晴らしさを伝えて
いきたいと思っています。

※久光製薬株式会社単体

大分類 小分類 2008年度 2009年度 2010年度
雇用 男女社員数 男性 928 984 1017
  女性 357 405 418
  男女計 1,285 1,389 1435

 平均勤続年数 － 11.6 11.3 11.5

 平均年齢 － 35.5 35.0 35.2

男女共同参画 女性管理職比率 － 1.5% 1.5% 1.4%

高齢者雇用 高齢者雇用率 － 1.4% 1.6% 1.5%
     
   1.7% 1.7% 1.6%

モラールサーベイ回収率   93.5% 94.0% 96.6%

従業員関連データ

障がい者雇用
（法定雇用率1.80%）
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 洋上研修
　2010年度は5名の従業員が、外部団体主催の洋上
研修に参加しました。異なる異業種のリーダーが船上
で寝食を共にし、徹底したグループ討論を行いました。
また、寄港地（韓国の仁川）では、現地企業の視察など
を通じて、異文化への理解を深めました。８日間の研修
中、参加者は、課題の認識と解決方法、コミュニケー
ションの重要性などを学び、その体験を業務に活かし
ています。

 留学制度
　国内・海外への留学派遣を行っています。国内の場
合は、マネジメントや企画力を身につけるために大学
院へ派遣。海外の場合は、研究開発部門を中心に大
学・研究機関へ派遣しています。より深い専門性を身に
つけるとともに国内外での人的ネットワークを広げる
ことにも役立っています。

 夏季錬成
　自己研鑽と経営層との直接対話を目的とし、管理職
及び希望者を対象とした夏季錬成を実施しています。
福岡県の宝満山へ登山することで、部署間の交流を
図っています。2010年度は109名が参加しました。

教育・啓発・コミュニケーション

従業員とのかかわり
従業員とのかかわり

　新入社員・中堅社員・管理職などを対象とした「階層
別研修」を実施するとともに、営業・研究開発・生産など
部門ごとに専門的な知識・スキルの習得を目指した「職
種別研修」やリーダーシップ・マネジメントなど「テーマ
別研修」を行っています。
　また、従業員個々の能力を向上させるために通信教
育・社外セミナー・語学などの「自己啓発支援」、より専
門性を身に付けるために「国内外の大学・研究機関へ
の派遣」を実施しています。

 新入社員研修
　入社後2週間は、人事部主催のオリエンテーションで
当社の理念・文化そしてビジネスマナーを学んだ後、
部門ごとの研修を行います。
　営業職は基礎教育・商品教育の他に、営業の現場で
先輩社員と同行して学ぶ「同行研修」を行います。営業
職のうち医療用ＭＲは集合研修を中心とする「MR認定
試験研修」を実施。ここでは医薬概論・添付文書・PMS・
疾病と治療・薬理・薬剤・自社商品などについての教育
を行い、基礎から専門知識までを身につけます。さらに
毎月の学術研修やフォロー研修を通じ、より高度な知
識を習得しています。
　研究開発職は、営業同行・工場実習等の現場体験を
中心とした研修を数ヶ月間実施します。

 ＭＲ認定試験研修
　営業職は、MR認定試験対策として、新人研修終了後
に、集合研修・ｅラーニングによる自宅学習・直前合宿
などを実施し、MR認定証を取得するため知識習得に
努めています。

 自己啓発・語学研修
　従業員の自主的なスキルアップ・能力開発の多様な
要望に応えられるよう約140の『通信教育講座コー
ス』を用意しています。また、九州本社・東京本社・筑波
研究所では就業後にネイティブスピーカーの社外講師
を招いて『英語研修』を実施しています。『通信教育』
修了者・『英語研修』受講者には費用の一部を会社が
負担し、従業員の自己啓発を支援しています。 

新入社員研修
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宝満山  竃門（かまど）神社にて

留学の経験を今後の業務に活かします
研究開発本部 TDDS研究所　道中 康也
　2008年6月から2年間の海外留学をさせていただく機会を得て、カリフォルニア大学サンタ
バーバラ校で新たなTDDS技術の探索に参加しました。留学中に研究結果を論文にまとめること
ができ、意義ある留学生活をおくることができました。またアメリカの雄大さを肌で感じたり、
現地の仲間との交流も私にとって一生忘れがたい経験となりました。このような機会を与え
ていただいたことに感謝し、この経験を今後の研究開発に活かして参ります。

英語研修

新任課長研修
カリフォルニア大学サンタバーバラ校ラボメンバーとの写真（右から2番目が本人）
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　従業員の福利厚生の向上に向けて、様々な制度を
整え実施しています。

 福利厚生サービス
　福利厚生サービス会社の法人会員となり、従業員が
平等に福利厚生サービスを受けられる環境を整えて
います。ライフサポートからレジャーまで多岐にわたる
サービスを会員料金で利用することができます。

 事業所内託児所の設置
　九州本社内に子育て支援の一環として事業所内託
児所を開園しています。開園時には２名だった園児も、
今では１２名に増え、従業員が安心して働くことができ
る環境になっています。

 独身寮・社宅
　従業員の福利厚生のため、社宅と独身寮を保有して
います。その他、勤務地によっては会社が借り入れた
住居を借上社宅・借上独身寮として貸与しています。

 従業員持株会
　従業員の資産形成支援として、毎月の給与から自社
株式を購入する制度を設けています。購入資金に対し
て、奨励金を援助しています。

 久光クラブ
　従業員が相互に親睦を図るために、社員旅行・体育
行事・文化活動を企画・実施しています。また、野球部・
ゴルフ部・テニス部など従業員が主体となって様々な
クラブ活動も運営しています。

 湯布高原ヴィラ
　従業員の保養・研修を目的として使用する福利厚生
施設を、大分県由布市で運営しています。

 育児休暇制度
　仕事と生活のバランスをとりながら安心して働ける
職場環境を整えるため、子供が１歳に達するまで休業
することができる育児休暇制度、さらに休暇終了後も
子供が３歳に達するまで業務時間を短縮することがで
きる育児短時間勤務制度を導入しています。

従業員とのかかわり
従業員とのかかわり

 ワークライフバランス（見直そう、家族の絆）
　家族や親に感謝し家族の絆を深めるとともに、終業
後を自己啓発の時間として有効に使えるよう、「家族の
絆を深める日」と「家族団らん・自己啓発の日」を設定し
ています。

 定年前ライフプラン研修
　定年を控えた従業員が一堂に集まり、定年後に備え
たライフプランについての研修を行っています。
　内容は、定年退職後の生活変化にどう向き合ったら
いいのか、社会とのかかわり、生きがいなどの生活面
から、国の年金制度や健康保険制度などこれからの生
活に必要な知識を学習し、安心して定年後の生活を迎
えられるよう配慮しています。
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福利厚生 「家族の絆を深める日」も
積極的に取得しています
生産環境本部 鳥栖工場 工場管理二課　大坪 暢人
　医薬品はお客さまの健康と生命に大きく関わります。
ゆえに私は、品質の高い医薬品を製造し続けなければい
けないという大きな責任感をもって、日々業務を行ってい
ます。製品がお客さまの元へ十分に届くように夜遅くまで
製造しているラインもありますので、帰りが遅くなること
も少なくありません。
　仕事に追われていると家族とのつながりが疎かになり
がちです。しかし、当社には毎週水曜日の「家族団らん・自
己啓発の日」や誕生月の「家族の絆を深める日」がありま
す。いつもより早く家に帰った日は子供と一緒にお風呂に
入ったり、寝る前には絵本を読んだりして、楽しそうな子
供の笑顔から活力をもらっています。また、家族の絆を深
める日を利用して子供の幼稚園行事に参加したり、家族と
一緒に家事をしながらゆっくり過ごしたりすることで、家
族の新たな一面が見えたり、いつも
自分を支えてくれている事
に対する感謝の気持ち
を改めて感じることが
できます。
　仕事だけではなく人と
してのつながりも大切
にし、これからもワー
クライフバランスを
忘れることなく、家族
と仕事の両方に向き
合っていきます。

定年前ライフプラン研修

湯布高原ヴィラ玄関

託児所の園児たち

制度名 内容

家族の絆を深める日

家族団らん・自己啓発の日

誕生月に有給休暇を取ることを
推奨し、家族と過ごす時間を
充実させる制度。

毎週水曜日に定時退社を
実施する制度。

クラブ活動の様子（ピラティス）
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